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皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

い
く
つ
か
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
企

画
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
「
百
周

年
卒
業
生

百
堊
会
か
ら
の
挑
戦
状

―
在
京
白
堊
会
ク
イ
ズ
大
会
」
と

題
し
、
母
校
・
岩
手
に
ち
な
ん
だ
ク

イ
ズ
大
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
そ
の
ほ
か
に
も
、
皆
さ
ん
ご
一

緒
に
盛
り
上
が
る
こ
と
間
違
い
な
し
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第34号

第
45
回
総
会
は
５
月
11
日
（
土
）

に
、
昨
年
と
同
様
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
回

の
幹
事
は
昭
和
56
年
卒
百
堊
会
が
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
は
「
フ
ル
サ
ト
ヲ
想
ヒ
テ
」

を
テ
ー
マ
に
３
１
２
名
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
さ
ん
さ
踊
り
を
始

め
と
す
る
故
郷
へ
の
思
い
を
込
め
た

イ
ベ
ン
ト
で
ご
来
場
の
皆
さ
ん
に
大

い
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
年
は「
集
え
！
猛
者

も

さ

達た
ぢ

よ
」

を
テ
ー
マ
に
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た

の
サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
も
準
備
し
て
お

り
ま
す
。

さ
ら
に
総
会
に
先
立
っ
て
は
、
東

北
大
学
大
学
院
医
工
学
研
究
科
教
授

で
あ
り
、
東
北
大
学
加
齢
医
学
研
究

所
で
ス
マ
ー
ト
・
エ
イ
ジ
ン
グ
を
研

究
し
て
い
る
西
條
芳
文
氏
（
Ｓ
56
年

卒
）
に
「
ス
マ
ー
ト
・
エ
イ
ジ
ン

グ
‐
日
本
の
生
き
る
道
」
と
題
す
る

M旗が待ってるぜ～！（昨年の総会風景）

56年卒幹事団が
制作した総会の
イメージポスター

2013

集
え
！ 

猛
者
達
よ

も　
　

さ　

た 

ぢ

講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

皆
様
が
年
に
一
度
、
故
郷
岩
手
・

盛
岡
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
旧
交
を
温
め
、か
つ
新
し
い
若
い
人

た
ち
と
も
出
会
う
場
と
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。多
く
の
方
の
ご
来
場

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
出
欠
に
つ
き
ま
し
て
は
、

同
封
の
ハ
ガ
キ
に
て
４
月
12
日（
金
）

ま
で
に
ご
投
函
下
さ
い
。
ま
た
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
申
し
込
み
も
可

能
で
す
。

（
56
年
卒
幹
事
団
）

会場地図

日 時：５月11日（土）
講演会 15時～／総会・懇親会 16時～
受付開始14時30分より

場 所：東京ガーデンパレス（03-3813-6211）
（文京区湯島1-7-5）※昨年の会場と同じです。

参加費：一般10,000円
（在京白堊会平成25年度年会費2,000円を含む）
学生・院生3,000円
（同上／但し、社会人・主婦の院生は一般扱い）

テーマ：「スマート・エイジング--日本の生きる道」
講 師：西條芳文（さいじょうよしふみ／S56年卒）

東北大学大学院医工学研究科教授
昭和63年東北大学医学部卒業、平成
5年東北大学大学院医学研究科修了。
仙台厚生病院循環器科、公立深谷病
院循環器科、東北大学加齢医学研
究所勤務。
平成20年東北大学大学院医工学研
究科教授、平成22年東北大学加齢
医学研究所スマート・エイジング

国際共同研究センター兼務。
専門 医用イメージング、超音波医学、循環器病学。

講演会〈講師とテーマの紹介〉

参加者
募集

銀
座
で
ラ
ン
チ

第
９
回
在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会

６
月
22
日（
土
）
開
催

在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会

●
日
時：

６
月
22
日
（
土
）
12
時
30
分
〜

15
時
30
分
（
12
時
か
ら
受
付
）

●
場
所：

レ
ス
ト
ラ
ンsun-m

i

（
サ
ン
ミ
）

高
松
本
店
▼
中
央
区
銀
座
６--

３-

９

▼
電
話（
０
３
）５
５
６
８-

３
３
０
０

●
会
費：

５，
０
０
０
円（「
在
京
白
堊
会
」

年
会
費
未
納
の
方
は
プ
ラ
ス
２，
０
０
０
円
）

●
ゲ
ス
ト：

未
定
（「
鍼
灸
を
身
近
に
」
を

テ
ー
マ
に
企
画
中
）

●
幹
事：

戸
来
ソ
ウ
子

電
話（
０
３
）３
７
９
５-

１
４
６
７

sherai@
m
rh.biglobe.ne.jp

●
申
込：

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
６
月
１

日
（
土
）
ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
卒

業
年
次
・
電
話
番
号
を
幹
事
ま
で
電
話

（
留
守
電
に
な
っ
て
い
ま
す
）
あ
る
い
は

メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
下
さ
い
。

な
お
、
当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
ご
容
赦
下

さ
い
。

白堊レディス会会場地図

Webでの在京白堊会総会・懇親会へのお申し込みは
http://45zaikyohakua.doorkeeper.jp/events/3026



（２）在京白堊会報 2012年3月（第34号）

参加者
募集

参加者
募集

活動報告

大
椎
城
と
ホ
キ
美
術
館
見
学

合
同
開
催
―
開
催
日：

平
成
25
年
４
月
６
日（
土
）―

夏
の
歌
祭
り
を
「
ブ
ル
ー
テ
ィ
」

（
渋
谷
区
笹
塚
）
で
開
催
し
ま
す
。

幅
広
い
年
次
の
Ｏ
Ｂ
に
参
加
い
た
だ

き
、
歌
を
通
じ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
主
旨
で
す
。
近

況
報
告
、
懇
談
後
全
員
で
校
歌
、
日

本
の
歌
を
歌
唱
、
各
自
の
エ

ン
ト
リ
ー
の
歌
を
２
曲
以
内
、

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
歌
唱
い
た
だ

き
ま
す
。
新
規
の
方
々
も
奮

っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

昨
秋
開
催
さ
れ
た
第
10
回
在
京
白

堊
会
ゴ
ル
フ
大
会
は
５
チ
ー
ム
19
名

が
参
加
。
年
次
対
抗
の
部
優
勝
は
40

年
卒
（
細
越
博
資
さ
ん
・
江
尻
伸
さ

ん
・
小
林
昌
彦
さ
ん
・
斎
藤
修
さ

ん
）、
２
位
は
41
＆
43
年
次
混
成
、

３
位
は
42
年
卒
チ
ー
ム
で
し
た
。

個
人
の
部
優
勝
は
鈴
木
昭
久
さ
ん

（
Ｓ
20
卒
）、
２
位
は
斉
藤
修
さ
ん

（
Ｓ
40
卒
）、
３
位
は
石
井
充
さ
ん

（
Ｓ
42
卒
）
で
し
た
。

今
回
か
ら
、
前
回
の
優
勝
年
次
が

幹
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
今
回
は

物
）
在
京
白
堊
会
Ｈ
25
年
会
費
も
納
入
可

▼
申
込
・
問
合
せ
先
＆
締
切
日

５
月
末

ま
で
左
記
、大
内
秀
之（
Ｓ
35
卒
）へ
メ
ー
ル

civ04580@
rio.odn.ne.jp

ま
た
は
電
話

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
０
４
５
・
８
６
４
・
３
２
１
５
へ

ご
連
絡
下
さ
い
。
ピ
ア
ノ
伴
奏
歌
唱
希
望
の

方
は
後
日
曲
名
を
連
絡
下
さ
い
。

第
12
回
中
世
城
郭
探
訪
／
第
８
回
ル・
サ
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン

年
次
対
抗
は
40
年
卒
チ
ー
ム
が
優
勝

―
平
成
24
年
10
月
26
日（
金
）
ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎
―

第
10
回
在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会

活動報告

古
河
・
篆
刻
美
術
館
を
訪
ね
て

第
７
回
ル
・
サ
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
（
芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ
）

「
お
好
き
な
歌
」を
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
歌
い
ま
し
ょ
う

―
開
催
日：

平
成
25
年
８
月
４
日（
日
）催
行
―

第
９
回
「
歌
の
祭
り
」

昭和の森公園からの九十九里の眺望

馬場信会長（右端）と優勝チーム（S40卒）の皆さん

2月10日（日）、都内笹塚「ブルーティ｣で開催した第８回
「歌の祭り」には23名参加し、楽しいひと時を過ごした

佐藤さんの指導で篆刻に挑戦

平
安
時
代
に
起
き
た
平
忠
常
の

乱
の
拠
点
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

大
椎
城
を
見
学
し
た
後
、
満
開
の

桜
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
昭
和
の
森

公
園
（
東
京
ド
ー
ム
23
個
分
の
広

さ
、
展
望
台
か
ら
太
平
洋
を
一
望
）

を
散
策
し
て
か
ら
、
写
実
絵
画
専

門
の
ホ
キ
美
術
館
を
見
学
し
ま
す
。

な
お
、美
術
館
に
は
、白
堊
芸
術
祭

常
連
の
山
中
雅
彦
さ
ん（
Ｓ
49
卒
）の

作
品
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様

お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

２
０
１
１
年
度
優
勝
の
42
年
卒
チ
ー

ム
が
幹
事
を
務
め
ま
し
た
。従
っ
て
、

今
年
度
の
幹
事
は
40
年
卒
チ
ー
ム
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
開
催
要
項
〉（
雨
天
決
行
。
荒
天
時
、
翌

７
日（
日
）に
実
施
）

▼
行
程

10:

00
Ｊ
Ｒ
外
房
線
土
気
駅
集
合

→

大
椎
城→
昭
和
の
森
公
園（
昼
食：

自
由

喫
食
）→

ホ
キ
美
術
館→

17:

00
頃
土
気
駅
解

散
（
歩
き
や
す
い
軽
装
で
ご
参
加
下
さ
い
）

▼
定
員

20
名

▼
申
込
・
問
合
せ
＆
締
切

４
月
３
日

（
水
）ま
で
に
大
澤
邦
雄（
Ｓ
43
卒
）へ
電
話

（
03・
６
４
５
９
・
０
０
４
１
）ま
た
は
メ
ー
ル

（rtdcpt_ohsaw
a@
yahoo.co.jp

）に
て

お
申
込
み
下
さ
い
。定
員
に
達
し
次
第
、締
切

り
。
詳
細
は
大
澤
ま
で
問
合
せ
下
さ
い
。

〈
開
催
要
項
〉

▼
日
時

平
成
25
年
８
月
４
日（
日
）

12
時
〜
17
時

▼
場
所

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ-

Ｔ
（
ブ
ル
ー

テ
ィ
）
渋
谷
区
笹
塚
１
の
61
の
８

ホ
テ
ル

ル
ガ
ー
ル
１
Ｆ
に
併
設

０
３
・
３
３
７
５
・
１
４
７
４

▼
ア
ク
セ
ス

京
王
線
、
京
王
新
線

笹
塚
駅
北
口
よ
り
甲
州
街
道
調
布
方

面
へ
道
沿
い
に
徒
歩
５
分

▼
会
費
一
律
５
千
円
（
食
事
、飲
み

平
成
24
年
11
月
10
日
、
古
河
市

篆
刻
美
術
館
を
訪
ね
、
企
画
展

「
中
国
古
銅
印
の
美
」
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。
ま
た
篆
刻
実
技
体
験
も
し
、

小
印
を
製
作
し
ま
し
た
。
参
加
者

（
９
名
）
全
員
が
鑑
賞
、
実
技
に
熱

心
に
取
り
組
み
充
実
し
た
一
日
で

し
た
。

（
Ｓ
50
年
佐
藤
法
雄
記
）



白堊芸術祭2012 〈出展リスト〉平成25年1月24（木）～28日（月）
開催場所：ガレリア原宿（神宮前3-14-17）

在京白堊人の交流の場
「白堊芸術祭」を盛大に開催
　平成24年度「白堊芸術祭」が
平成25年１月下旬、昨年と同じ神宮
前の会場で開催されました。第5回目
を迎えた今回、1月26日（土）には、
恒例となった野口田鶴子さん（S40
卒）による宮澤賢治＆五行歌の朗読
のほか、会員が得意な歌や演奏など
を披露。イベント後はパーティーで交
流を深めました。
　なお、平成25年度白堊芸術祭は広
い神田の会場に移し、今秋、開催の
予定ですので、ご期待下さい。

▲平野恵子（渡部恵子）
（S53卒）   

〈立ち上がる〉

▲三浦千波（S50卒） 〈みちのくの滝〉

▲伊東明子（S50卒） 〈シクラメン〉 ▲坂本美枝子（S45卒） 〈歓 迎〉

▲山中雅彦（S49卒） 〈桜〉

▲山中雅彦（S49卒） 〈秋の小径・１〉

小木曽綾さんの民族楽器
プサルテリーの伴奏で朗読
を行った野口田鶴子さん

年度
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▲神尾 厚（S30卒）〈静 物〉
▲三宅　保（S34卒）

〈早春の小岩井農場と岩手山〉

　▲伊藤馨一
        （S52卒）  
       〈Le Misanthrope〉 

▲小野寺長道（S28卒） 〈赤いカーテン〉

▲福田 隆（S49卒） 〈山間の秋〉

▲鍛治順子（S61卒）   〈パリの風景〉 ▲高橋正美（S31卒）   〈鏡の前の人形〉

▲毛利洋子（S41卒）〈静 物〉

▲菊池雅子（S44卒）〈幸せの誓い〉

▲板倉洋子（S28卒）〈南仏 コンク〉
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▲武田夏実（素虹） （S53卒）〈春の夜〉
▲三浦千江美（S53卒）〈光〉

▲池上敦子 （S50卒）〈道〉

▲坂上洋子（綾華） （S40卒） 〈祈り〉

▲淺沼榮一（淺沼一道）
     （S27卒） 〈響音無改〉

▲南舘英孝（S36卒）
   〈静 物「国と鳥？」〉▲宮野谷 篤（S53卒） 〈朝もやの釜石〉

▲橋本時浩（S53卒）
〈デコイと果物〉

　 ▲水原 滋（S50卒） 
      〈HAKUART 2013〉

▲佐藤法雄（佐藤容齋）
　　　（Ｓ50卒）〈一意専心〉

  ▲内村  泰
　　（Ｓ39卒）
〈十三佛法曼荼羅〉

  ▶及川昭伍
　　       （Ｓ25卒）
　 〈三彩透彫文壺〉

   ▲太田正孝
　　   （Ｓ25卒）
〈鍛四分一香炉「里山」〉

  ▶千葉祐治
   　　　 （Ｓ41卒）
　　　　　 〈箱〉

    ▲川野範子 （S61卒） 〈無 題〉
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▲及川 謙（S61卒）
   〈ヤマユリ・リンドウ・先シルル系〉

　　 ▲玉澤健児（S43卒） 
   〈何カ文句アッカ？ オコルゼー！〉

▲高橋修三（S51卒）〈写真パネルプレゼント〉

 

写真五行歌作品

▲村野井徹夫（S35卒）
    〈都会の夕暮れ〉

▲大澤邦雄（S43卒）〈花 宵（銀河鉄道の夜）〉

▲坂本 務 （S44卒）   〈風の歌〉

▲阿部克行（S31卒）
   〈初恋 ほか〉

 菊池むつみ▶
　  　  （S40卒）
〈オカリナ演奏〉

▲伊藤公雄（S34卒）〈水かけ祭り〉

▲坂本 務（S44卒）〈構成ー赤〉

▲八重樫誠司（S53卒） 
　〈Dancing Manta〉

　
　
　
　 

▶
早
坂
光
平 

（
Ｓ
31
卒
）  〈
俳
句
〉 

小川達雄（八十若・S22卒）
星　邦彦（だいてんち・S36卒）
稲垣裕雄（伊奈裕・S38卒）

二宮まゆみ（ろろちち・S42卒）
山田武秋（S42卒）
吉田美雅子（S45卒）
武田夏実（菜摘・S53卒）
三浦千江美（もも・S53卒）
村谷　尚（S54卒）　　ほか高橋修三さんは、東日本大震災時、陸前高田で殉職され

た警察官の兄への追悼の気持ちを込め、ご自身が撮影
された岩手の写真パネル数10枚を無料で配布しました
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新
宿
鮫
Ⅳ
』、
６
位
が
宮
部
み
ゆ
き

『
名
も
な
き
毒
』、
９
位
が
東
野
圭
吾

『
赤
い
指
』
で
、
堂
々
た
る
ラ
ン
ク

イ
ン
で
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
建
倉

さ
ん
が
冒
険
小
説
を
書
く
よ
う
に
な

っ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
下
さ
い
。

建
倉

学
生
時
代
か
ら
帰
省
列
車
の

中
で
松
本
清
張
な
ど
の
ミ
ス
テ
リ
ー

を
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分

で
書
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
１
９
８

６
〜
８
７
年
の
２
年
間
、
仕
事
で
イ

ギ
リ
ス
に
滞
在
し
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
夜
、
暇
な
と
き
に
原
稿
用
紙

に
向
か
い
、
帰
国
し
て
か
ら
ま
と
め

て
い
ま
し
た
。
純
文
学
の
作
家
と
は

ち
が
い
、
ミ
ス
テ
リ
ー
関
係
の
作
家

建
倉
圭
介
極
上
の
ハー
ド
ボ
イ
ル
ド
な
世
界

遊
座
昭
吾
先
生
か
ら「
一
高
出
身

の
建
倉
圭
介
と
い
う
凄
い
作
家
が
い

る
が
知
っ
て
る
か
」
と
聞
か
れ
た
の

が
３
年
ほ
ど
前
。そ
れ
か
ら
「
建
倉

圭
介
」
探
し
が
始
ま
っ
た
。
彼
の

『
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
』
は
主
人
公
が
日

系
二
世
で
盛
中
Ｏ
Ｂ
。
敗
戦
直
前
、

故
国
に
原
爆
投
下
の
機
密
を
伝
え
る

た
め
に
ア
ラ
ス
カ→

ア
リ
ュ
ー
シ
ャ

ン→

樺
太→

北
海
道
と
渡
り
、盛
岡

へ
。
さ
ら
に
東
京
で
米
内
光
政
に
会

う
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
ハ
ー

ド
ボ
イ
ル
ド
冒
険
小
説
。「
建
倉
圭

介
」
の
ミ
ス
テ
リ
ー
に
迫
っ
た
。

仕
事
で
英
国
滞
在
中
に
ミ
ス
テ
リ
ー
を
書
き
始
め
る

真
に
頼
り
に
な
る
能
力
は
人
事
評
価
と
は
別
の
も
の

（S46卒）

――
『
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
』
は
２
０
０

７
年
版
「
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご

い
！
」
で
10
位
タ
イ
に
な
り
ま
し
た

ね
。
４
位
が
大
沢
在
昌
の『
狼
花
―

に
は
、
読
者
か
ら
入
っ
て
い
っ
た
と

い
う
方
が
け
っ
こ
う
多
い
で
す
ね
。

―
―
そ
し
て
１
９
９
７
年
に
『
ク

ラ
ッ
カ
ー
』
で
第
17
回
横
溝
正
史
賞

の
佳
作
を
受
賞
さ
れ
た
。

建
倉

え
え
、
私
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で

し
た
が
、
そ
の
年
の
11
月
10
日
に
、

藤
田
ま
こ
と
さ
ん
、
菅
野
美
穂
さ
ん

出
演
で
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
月
曜
ド
ラ
マ
ス
ペ

シ
ャ
ル
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年

は
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
メ
ー
ル
』
を
同
じ

角
川
書
店
か
ら
出
し
ま
し
た
。

――
そ
の
後
『
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
』
ま

で
は
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
ね
。

建
倉

２
０
０
６
年
で
す
か
ら
、
丸

８
年
で
す
。
そ
の
う
ち
５
年
は
資
料

集
め
で
、
実
際
に
書
い
た
の
は
後
半

の
２
〜
３
年
で
す
。

―
―
普
段
仕
事
を
し
て
い
て
、
小

説
は
い
つ
書
い
て
い
る
ん
で
す
か
。

建
倉

週
末
と
夜
で
す
。
プ
ロ
ッ
ト

を
決
め
て
書
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

『
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
』
は
最
初
１
５
０

０
枚
書
い
て
、
１
２
５
０
枚
ま
で
削

り
ま
し
た
。
仕
事
を
し
な
が
ら
だ
と

長
編
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
ね
。
で

も
、
い
ろ
い
ろ
と
構
想
を
考
え
て
い

る
時
間
が
楽
し
い
ん
で
す
よ
。

――
『
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
』の
粗
筋
を
教

え
て
下
さ
い
。盛
中
と
の
関
わ
り
も
。

建
倉

日
系
２
世
の
ミ
ノ
ル
は
中
学

時
代
を
両
親
の
故
郷
盛
岡
で
過
ご
し

ま
す
。
無
論
、
通
っ
た
の
は
盛
中
で

す
。
帰
米
時
に
友
人
か
ら
贈
ら
れ
た

宮
澤
賢
治
の
詩
集
「
春
と
修
羅
」
が

愛
読
書
で
す
。
日
米
開
戦
後
、
強
制

収
容
所
を
経
て
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大

に
編
入
学
し
、そ
こ
で
世
界
初
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
開
発
に
携
わ
る
中
、後
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
父
と
称
さ
れ
る
フ

ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
と
知
り
合
い
ま
す
。

彼
と
の
関
係
か
ら
原
爆
が
開
発
さ
れ

た
の
を
知
り
、
そ
の
事
実
を
日
本
に

知
ら
せ
る
た
め
に
様
々
な
先
住
民
と

接
触
し
な
が
ら
米
国
を
脱
出
し
、
日

本
へ
密
入
国
し
ま
す
。
そ
し
て
早
期

降
伏
を
説
得
す
べ
き
相
手
が
当
時
最

も
講
和
に
理
解
が
あ
っ
た
米
内
光
政

海
相
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

――
『
白
堊
Ｏ
Ｂ
に
は
堪
え
ら
れ
な

い
小
説
で
す
が
、
ど
う
し
て
こ
ん
な

ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
た
ん
で
す
か
。

建
倉

二
十
世
紀
の
二
大
発
明
で
あ

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
原
子
力
が
、
ノ

イ
マ
ン
と
い
う
人
物
を
通
し
て
結
び

つ
い
て
い
た
こ
と
に
関
心
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
に
日
系
人
を
登
場
さ
せ

る
こ
と
で
先
住
民
族
を
含
め
た
人
種

差
別
問
題
も
取
り
上
げ
た
い
と
考
え

ま
し
た
。
脱
出
ル
ー
ト
を
、
そ
の
昔

モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
が
米
大
陸
に
渡
っ
た

と
さ
れ
る
経
路
の
逆
に
し
た
の
は
、

そ
れ
を
強
調
す
る
意
図
か
ら
で
す
。

――
建
倉
さ
ん
の
冒
険
小
説
の
主
人

公
は
、
盛
中
Ｏ
Ｂ
の
ミ
ノ
ル
も
そ
う

で
す
が
、
決
し
て
か
っ
こ
良
い
ヒ
ー

ロ
ー
タ
イ
プ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

建
倉

一
貫
し
て「
ま
き
こ
ま
れ
型
」

で
す
ね
。
素
人
が
危
機
を
乗
り
越
え

て
成
長
し
て
い
く
姿
を
描
く
楽
し
み

が
あ
り
ま
す
。
近
著
の
『
東
京
コ
ン

フ
ィ
デ
ン
ス
・
ゲ
ー
ム
』
も
負
け
犬

た
ち
が
起
死
回
生
の
信
用
詐
欺
を
仕

掛
け
な
が
ら
自
信
を
取
り
戻
し
て
い

く
話
で
す
し
、
構
想
中
の
も
の
は
、

傾
い
た
企
業
が
敵
対
的
買
収
を
仕
掛

け
ら
れ
た
時
に
、
普
段
は
評
価
さ
れ

て
い
な
い
け
れ
ど
も
ど
こ
か
尖
っ
た

才
能
の
持
ち
主
た
ち
が
会
社
を
救
う

話
で
す
。
私
も
人
事
評
価
制
度
を
作

っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
才
能

を
評
価
で
き
て
い
た
か
疑
問
で
す

ね
。
当
分
は
完
全
無
欠
な
プ
ロ
を
描

く
の
で
は
な
く
、
弱
み
を
抱
え
た
人

間
が
危
機
に
際
し
て
思
わ
ぬ
突
破
力

を
発
揮
す
る
よ
う
な
物
語
を
書
い
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

――
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

『デッドライン』の単行本と文庫本（上・下巻）は絶版に
なっているが、今後電子書籍になる予定。2012年10月刊
の『東京コンフィデンス・ゲーム』（光文社）が発売中だ
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総
会
に
出
席
で
き
な
い
方
は
、
同

封
の
振
替
用
紙
に
て
年
会
費
２，
０

０
０
円
を
お
振
込
み
願
い
ま
す
。

手
数
料
節
約
の
た
め
、お
振
込
み
は

な
る
べ
く
窓
口
で
は
な
く
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

お 願 い

新
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
、
柴
孝
也

さ
ん
（
Ｓ
33
卒
）
ら
が
発
起
人
と
な

っ
て
「
東
京
で
活
躍
す
る
白
堊
医
療

関
係
者
の
会
」（
仮
）
創
設
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
白
堊
同
窓
の

医
療
関
係
者
は
首
都
圏
に
も
大
勢
い

ま
す
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
白

堊
同
窓
の
皆
様
に
広
く
役
立
て
て
い

き
た
い
と
い
う
の
が
趣
旨
で
す
の
で
、

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
白
堊
友
の
会
」
は
、
木
村
忠
文
さ

白堊五行歌会

蒲
の
穂
も

エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
も

寒
の
入
り

綿
帽
子
に
て

ト
ッ
ピ
ン
グ
Ｏ
Ｋ
！

村
谷

尚
（
Ｓ
54
卒
）

山
お
ろ
し
が

た
い
ら
に
磨
き
上
げ
た

岩
洞
湖
の
湖
氷

ワ
カ
サ
ギ
の
楽
園
を

湖
底
に
隠
す

山
田
武
秋
（
Ｓ
42
卒
）

源
氏
の
香
り

漂
う
源
氏
山
公
園

落
ち
葉
の
絨
毯
を

ハ
イ
カ
ー
た
ち
が

歴
史
を
踏
み
し
め
る

伊
奈

裕
（
Ｓ
38
卒
）

「
恋
の
チ
ャ
ン
ス
大
到
来
」

占
い
師
の
友
の
予
言

気
配
も
無
く
過
ぎ
た
年
月
を

指
折
る

初
空
に
向
か
い
て

ろ
ろ
ち
ち
（
Ｓ
42
卒
）

白堊五行歌会は、毎月第1金曜日午後6時30分から
秋葉原で歌会を行っています。参加をご希望の方は
03-3269-3420（42年卒・白堊五行歌会代表・山田）
まで電話またはメールでお気軽にご連絡ください。
Eメールアドレスsakuraco@leaf.ocn.ne.jp

※2012年10月～2013年3月までの作品から。名前はペンネームもあります。

山児会（S32卒）の皆さん（2012年9月27日[木]東郷神社和楽殿）

▼
東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
２
年
。
昨
年
は
石
川

啄
木
没
後
１
０
０
年
だ
っ
た
が
、啄
木
の
歌
に
被

災
者
の
心
を
癒
す
力
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
一

年
で
も
あ
っ
た
。「
啄
木
終
焉
の
地
歌
碑
建
設
」

は
、岩
手
を
元
気
に
す
る
た
め
に
も
応
援
し
た

い
事
業
だ
。▼『
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
』の
建
倉
圭
介

さ
ん（
筆
名
）が
ど
な
た
か
は
、同
級
生
の
皆
さ

ん
な
ら
ご
存
知
の
は
ず
。こ
の
本
は
映
画
化
し

た
ら
絶
対
に
面
白
い
。大
友
啓
史
監
督
で
実
現

で
き
た
ら
い
い
な
あ
。岩
手
が
元
気
に
な
る
ぞ
。

ん
（
Ｓ
54
卒
）
が
管
理
人
で
、
白
堊

Ｏ
Ｂ
の
み
が
会
員
に
な
れ
ま
す
。
参

加
は
無
料
。
在
京
白
堊
会
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
あ
わ
せ
て
、
白
堊
人
な

ら
で
は
の
交
流
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

問
合
せ
は
木
村
忠
文
さ
ん
に
メ
ー

ルrgb@
int21.co.jp

で
ど
う
ぞ
。

前
号
で
紹
介
し
た
大
友
啓
史
さ
ん

（
Ｓ
60
卒
）
が
監
督
し
た
『
プ
ラ
チ
ナ

デ
ー
タ
』
が
３
月
16
日
（
土
）
か
ら

全
国
東
宝
系
で
公
開
さ
れ
ま
す
。
原

作
が
東
野
圭
吾
で
、
二
宮
和
也
主
演

の
こ
の
映
画
の
完
成
披
露
試
写
会
に

は
10
万
通
を
超
え
る
応
募
が
殺
到
し
、

東
宝
史
上
最
高
倍
率
に
な
り
ま
し
た
。

「
ま
さ
に
プ
ラ
チ
ナ
チ
ケ
ッ
ト
に
な
っ

た
」
と
は
大
友
啓
史
さ
ん
の
つ
ぶ
や

き
。
前
作
を
上
回
る
評
判
で
す
。
ぜ

ひ
、
劇
場
に
足
を
お
運
び
下
さ
い
。

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

載
さ
れ
た
高
橋
温
さ
ん（
Ｓ
35
卒
）の

『
岩
手
を
知
る
』が
、小
冊
子
に
な
っ
て

配
ら
れ
ま
し

た
。
連
載
中

か
ら
評
判
に

な
っ
て
い
た

も
の
で
す
。

元
毎
日
新
聞
論
説
委
員
の
今
松
英

悦
さ
ん（
Ｓ
43
卒
）が『
そ
し
て「
豊
か
さ

神
話
」
は
崩
壊
し
た
―
日
本
経
済
は

何
を
間
違
っ
た
の
か
』
を
出
版
。内
容

は
経
済
を
中
心
に
多
分
野
に
わ
た
り
、

40
年
近
い
記

者
生
活
の
総

括
と
も
い
え

る
一
冊
で
す
。

新
ク
ラ
ブ
活
動
「
東
京
で
活
躍
す
る

白
堊
医
療
関
係
者
の
会
」発
足
準
備
へ

白
堊
だ
け
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト

「
白
堊
友
の
会
」で
楽
し
い
交
流
を

３
月
16
日（
土
）よ
り
全
国
東
宝
系
で
公
開

大
友
啓
史
監
督「
プ
ラ
チ
ナ
デ
ー
タ
」

日
経
新
聞
に
執
筆
『
岩
手
を
知
る
』

高
橋
温
さ
ん
の
連
載
が
冊
子
に

『
そ
し
て「
豊
か
さ
神
話
」は
崩
壊
し
た
』

今
松
英
悦
さ
ん
が
記
者
生
活
を
本
に

『
減
災
と
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

三
舩
康
道
さ
ん
が
ま
ち
づ
く
り
の
本

〈
ご
注
意
と
お
願
い
〉

▼「
在
京
白
堊
会
」と「
白
堊
同
窓
会
」

の
会
費
は
別
々
の
納
入
に
な
り
ま
す

在
京
白
堊
会
は
、
昭
和
43
年
（
１
９
６
８
）

夏
の
母
校
野
球
部
甲
子
園
出
場
を
機
に
、
翌

44
年
、
首
都
圏
在
住
の
地
方
組
織
と
し
て
創

立
さ
れ
ま
し
た
。
従
っ
て
、
在
京
白
堊
会
と

白
堊
同
窓
会
は
、
連
携
し
な
が
ら
も
、
そ
れ

ぞ
れ
独
自
に
活
動
し
、
会
費
の
納
入
も
別
々

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

事
情
を
ご
理
解
の
上
、
こ
れ
か
ら
も
在
京

白
堊
会
、
白
堊
同
窓
会
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
会
費

の
納
入
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼「
啄
木
終
焉
の
地
歌
碑
建
設
」の

募
金
に
ご
協
力
下
さ
い

今
回
は
、「
在
京
白
堊
会
会
報
」
第
34
号
と

一
緒
に
、「
啄
木
終
焉
の
地
歌
碑
建
設
募
金
」

お
願
い
の
チ
ラ
シ
と
募
金
用
の
振
替
用
紙
を

同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

盛
中
の
先
輩
で
国
民
歌
人
の
石
川
啄
木
は
、

明
治
45
年
４
月
13
日
、
文
京
区
小
石
川
５
丁

目
（
旧
小
石
川
久
堅
町
）
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
は
「
啄
木
終
焉
の
地
」
の
石
碑

が
建
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
撤
去
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
盛
岡
市
と
姉
妹
都
市
と
な

っ
て
い
る
文
京
区
は
「『
石
川
啄
木
ゆ
か
り
の

地
』
地
域
文
化
交
流
に
関
す
る
協
定
」
を
結

ぶ
な
ど
交
流
を
深
め
て
お
り
、
昨
年
、啄
木
終

焉
の
地
に
石
碑
に
変
わ
る
歌
碑
建
設
を
決
め

ま
し
た
。
完
成
予
定
は
平
成
26
年
末
ご
ろ
で

す
。
募
金
は
文
京
区
が
設
立
す
る
「
石
川
啄

木
基
金
」
に
寄
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
募
金
は
在
京
白
堊
会
の
会
費

と
は
別
の
お
願
い
で
す
の
で
ご
留
意
下
さ
い
。

昨
年
１
月
か
ら
６
月
ま
で
の
毎
週

火
曜
日
、
日
経
新
聞
夕
刊
に
24
回
連

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
提

案
し
て
い
る
三
舩
康
道
さ
ん（
Ｓ
43
卒
）

が
、次
の
大
災
害
に
備
え
災
害
に
強
い

地
域
社
会
を
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
の

あ
り
方
を
事

例
を
交
え
て

解
説
し
た
本

を
出
版
。

九
戸
戦
始
末
記

早
坂
さ
ん『
北
斗
英
雄
伝
』続
編
刊
行

早
坂
昇
龍
（
Ｓ
53
卒
・
工
藤
英
司
）

さ
ん
が
、『
九

戸
戦
始
末
記

北
斗
英
雄

伝
』
第
二
巻

を
出
版
。
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